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ごあいさつ 

 

子どもは、社会の宝物 みんな社会の宝物。 

 

私たちの社会福祉法人麦の子会の研修で、「むかしＭａｔｔｏの町があった」という映画を見ました。

Ｍａｔｔｏというのは、狂人という意味だそうです。これは精神疾患のある方たちが、病院の中で、治

療ではなく管理され自由がなく、抑圧を受けた大変な場所でした。 

次の日行われた法人研修の「障害者福祉の歴史と未来」という北星学園大学の永井順子先生講義の中

で、先生は「病院がＭａｔｔｏとして扱い、Ｍａｔｔｏを作る場になっていた」とおしゃっていました。

また「Ｍａｔｔｏという町があったと過去形で語られているのと同様に、将来 障害者という言葉があ

った。と過去形で語られる、つまり困っていることについて平等に福祉を受け入れられる社会は、来る

のでしょうか」という問いかけがとても印象に残っています。 

原田マハの小説「生きるぼくら」（徳間文庫）のなかで、認知症のおばあちゃんの事が心配のあまり家

に閉じ込めてしまっていたお孫さんに、地域の世話好きのおばさんが「認知症になっても『自我』とい

うものがある。（中略） おばあちゃん自身の誇りみたいなもんを取り上げちゃっているようなもんだよ。」

という下りがあります。 

もし子どもが、障害があったり、病気だったりする場合も同じだと思うのです。どの子どもも誇り高

い自我があるのです。子どもは、みんなの宝物、どの子どもも立派に誇り高く生きてほしい。 

 

そのことを思うと、子どもの困り感によって法律がわけられている現状のメリットは、それぞれの子

どもたちを専門的に深めてケアできることです。デメリットは、困り感によって専門家や事業が作られ

ているので、他の制度の下にいる子どもの姿が見えにくくなっていることです。 

しかし 子どもの困り感は、実は地域ではいろんなところで重なっているわけです。貧困の問題、家

族の問題、障害、不登校、非行など、地域の子どもに関るみんなで手をつながないと解決できないこと

が起こっています。 

遠い将来、子どものことは実際的にも日本の大切な子どもとして同じ法律で守られ、困り感のある子

どもの支援の専門性も支援力も磨かれ、問題が解決できていく社会になることを願っています。 

そして現実的には、制度の壁を越えて、それぞれの立場で子どもを守る支援者たちや学識経験者がみ

んなで集まって、お互いが抱える子どもの困り感や現状を知り、地域の中で『すべての子どもは社会の

宝物』という理念の具現化ために一歩踏み出し、手をつないで日本の子どもを守っていこうと日本財団

の理解を得て、この研究会は始まりました。 

 

平成 29 年３月 

日本の子どもの未来を考える研究会 副座長 

社会福祉法人麦の子会 総合施設長 

北川 聡子 
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